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Phthalocyanine metal complexes produce 1O2 by light irradiation and are expected to be used 

as photosensitizers in photodynamic therapy. A phthalocyanine metal complex was synthesized 

by introducing a palladium ion into the center of the phthalocyanine ring and inserting eight 

water-soluble substituents around the ring. In this report, singlet oxygen generation ability by 

photolysis reaction is reported. 
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フタロシアニン金属錯体は、金属イオンが環中心に挿入された平面型錯体で

あり、拡がった π 共役系由来の化学的安定性や特徴的な吸収帯を生体透過率

の高い近赤外領域に有している。また、光照射による 1O2 が生成されることが

知られており、光線力学的治療(PDT)の光増感剤としての応用が期待されてい

る。しかし、フタロシアニンは水系溶媒

中での環同士の相互作用による会合形

成により、蛍光が自己消光し、光増感剤

としての機能が失われるといった課題

もある。本研究では、図 1 に示すフタロ

シアニン環の中心にパラジウムイオン

を導入した水溶性フタロシアニン金属

錯体を合成することにより、光増感剤

への応用を目的とした。  

本実験では、図 1 に示すフタロシアニ

ン環の周辺に 8 つのカチオン性置換基を導入し、中心金属にパラジウムを挿

入した水溶性フタロシアニン金属

錯体(PdPc)を合成した。図 2 には

DMSO 中でのカチオン性パラジウ

ムフタロシアニンの吸収スペクト

ルを示している。ピークとして

PdPc は 661 nm, 596 nm を示した。

また、DPBF による光分解反応も行

い、一重項酸素発生能も確認した

ため、併せて報告する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. フタロシアニン金属錯体(PdPc) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. PdPcにおける DMSO中 

の吸収スペクトル 
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